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【概要】 

会議では，さまざまな問題が生じることが知られている． 

その問題を解消するアプローチとしてファシリテータの介入があるが，全ての会議にファシリテータ

を介入させることは困難である． 

そのため，本研究では会議における問題を解消するため，ファシリテーション対話システムの開発を

行なった． 

 

【結果】 

開発した対話システムを評価した結果，ファシリテータとしての適切な発話タイミング・発話生成を

行える可能性が示唆された． 
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